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北海道知事候補の早期擁立に向けた要請書

日頃より、国民生活の安定のため国政の最前線で活躍されるとともに、北海道における民主党の政治基盤の強化のために指導力を発揮いただいていることに敬意を表します。

さて、民主党は昨年8月に政権交代を実現し、戦後半世紀以上に渡って続いた自民党政治に終止符を打ち、国民生活第一の政治の実現に取り組まれているところですが、長く続いた自民党政治からの脱却、とりわけ小泉構造改革が破壊した国民生活や地方経済の立て直しは容易ではなく、先の参議院選挙では厳しい結果となりました。しかし、国民は決して自民党政治の復活を望んでいるのではありません。私達は、今後とも民主党が国民生活の安定と向上のため、引き続き政権をしっかりと担われ様々な改革を着実に実行していくことを期待するものです。
このような中、来る10月には衆議院北海道第5選挙区における補欠選挙が迫り、その半年後には北海道知事選挙を頂点とする統一自治体選挙が行われますが、とりわけ、560万北海道道民にとって、2期8年にわたる高橋道政に代わり新たな道政を打ち立てることが極めて重大な課題であります。

高橋知事は、この間小泉構造改革の路線に沿って、理念無き「リストラ最優先」の道政を進めてきました。この結果、地域の疲弊は一層進み、北海道全体の活力が著しく低下し、道民生活の安心・安全・信頼が損なわれています。北海道の現実に即し、地域と共に明日の展望を切り開くことのできる清新なリーダーを今こそ選出すべきです。
つきましては、以下の点について要請致しますので、早急にご検討いただきますようお願いします。

記

１ 北海道知事候補を早期に擁立すること

２ 知事選を頂点とする統一自治体選挙闘争体制を早期に確立すること

以上







